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10
月
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
島
内
で
は
、

島
内
地
区
に
ま
つ
わ
る
〇
×
ク
イ

ズ
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

か
ら
大
変
好
評
で
し
た
。
こ
こ
で

は
、
当
日
出
題
さ
れ
た
問
題
も
含

め
て
、
ク
イ
ズ
を
５
問
出
題
し
ま

す
。
是
非
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。（
回
答
は
裏
面
で
す
）

①
島
内
地
区
で
一
番
多
い
苗
字
は

髙
山
（
高
山
）
で
あ
る
。

②
昔
、
こ
の
地
域
に
あ
っ
た
平
瀬

城
は
、
松
本
盆
地
を
見
渡
せ
る
丘

の
上
に
あ
る
が
、
城
は
主
に
食
料

の
貯
蔵
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
。

③
島
内
地
区
の
平
瀬
に
は
、
平
安

時
代
末
期
に
そ
の
名
を
留
め
る

「
平
瀬
法
住
寺
跡
」
が
残
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
地
の
歴
史
の
古
さ
を

物
語
っ
て
い
る
。

④
島
内
地
区
で
見
つ
か
っ
て
い
る

最
も
古
い
人
類
の
痕
跡
は
、
今
か

ら
約
１
万
年
前
の
縄
文
時
代
に
使

わ
れ
た
土
器
で
あ
る
。

⑤
梓
川
は
昔
か
ら
水
量
が
安
定
し

て
い
て
、
島
内
の
平
地
に
は
古
墳

時
代
か
ら
ず
っ
と
大
き
な
村
が
栄

え
て
い
た
。

八
幡
馬
の
製
作
者
大
久
保
優
子

さ
ん
は
青
森
県
出
身
、
現
在
は
島

内
在
住
。「
松
本
で
作
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
松
本
の
人
に
も
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
、
一
昨
年
と
昨

年
の
島
内
文
化
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

に
八
幡
馬
を
展
示
し
ま
し
た
。

大
久
保
家
は
青
森
県
八
戸
市
で

代
々
農
家
の
副
業
と
し
て
明
治
初

年
頃
か
ら
八
幡
馬
を
「
鉈な

た
い
っ
と
う
ぼ
り

一
刀
彫
」

で
製
作
し
て
き
ま
し
た
。
優
子
さ

ん
が
五
代
目
で
す
。

優
子
さ
ん
は
２
０
０
２
年
、
夫

の
仕
事
で
松
本
に
転
居
。
そ
の
際

松
本
技
術
専
門
校
を
知
り
、
以
前

か
ら
考
え
て
い
た
八
幡
馬
の
製
作

に
取
組
む
た
め
に
同
校
を
受
験
、

木
材
工
芸
を
学
び
ま
し
た
。「
松

本
に
来
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。」
以
来
、

自
宅
ア
パ
ー
ト
の
台
所
を
主
な
作

業
場
と
し
て
八
幡
馬
を
製
作
、
専

門
校
の
恩
師
の
助
言
で
、
小
型
で

八幡馬　大久保優子さん制作八幡馬　大久保優子さん制作

丙
午
丙
午

情
熱
や
変
化
を
象
徴
し
、

情
熱
や
変
化
を
象
徴
し
、

　
エ
ネ
ル
ギ

　
エ
ネ
ル
ギ
ーー
に
満
ち
た
年

に
満
ち
た
年

ひ

の

え

う

ま

ひ

の

え

う

ま

色
も
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
を
使
う
独

自
の
も
の
を
考
案
。
青
森
県
で
販

売
す
る
他
、
松
本
市
内
や
北
海
道

な
ど
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

し
て
八
幡
馬
の
紹
介
を
し
て
い
ま

す
。名

人
と
い
わ
れ
た
父
、
直
次
郎

さ
ん
は
青
森
県
で
た
だ
ひ
と
り
鉈

一
刀
彫
を
守
っ
て
き
ま
し
た
が
、

３
年
前
に
他
界
。
他
に
後
継
者
は

無
く
、
優
子
さ
ん
が
そ
の
技
を
継

ぎ
、
昨
年
か
ら
、
託
さ
れ
た
鉈
で

の
製
作
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。「
鉈

一
刀
彫
は
難
し
い
で
す
が
挑
戦
し

て
い
き
ま
す
」
と
優
子
さ
ん
。
ま

た
、「
馬
の
顔
が
笑
っ
て
い
る
の

で
、
八
幡
馬
を
見
る
人
は
笑
顔
に

な
り
ま
す
。
そ
ん
な
八
幡
馬
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉

し
い
で
す
」
と
穏
や
か
な
笑
顔
で

話
し
ま
す
。

　
青
森
県
八
戸
市
の
木
彫
り
の

　
青
森
県
八
戸
市
の
木
彫
り
の

郷
土
玩
具
。
福
島
県
の

郷
土
玩
具
。
福
島
県
の
三三み

は
る
ご
ま

み
は
る
ご
ま

春
駒
春
駒
、、

宮
城
県
の

宮
城
県
の
木木き

の
し
た
ご
ま

き
の
し
た
ご
ま

下
駒
下
駒
と
並
ん
で
日

と
並
ん
で
日

本
三
駒
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
青
森

本
三
駒
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
青
森

県
の
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ

県
の
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

て
い
る
。

　
馬
体
は
黒
、
赤
、
白
木
を
基
本

　
馬
体
は
黒
、
赤
、
白
木
を
基
本

に
千
代
紙
と
手
描
き
で
色
鮮
や

に
千
代
紙
と
手
描
き
で
色
鮮
や

か
な
装
飾
が
さ
れ
て
い
る
。

か
な
装
飾
が
さ
れ
て
い
る
。

八八や

わ

た

う

ま

や

わ

た

う

ま

幡
馬
幡
馬    

～～  

一
年
を
笑
顔
で

一
年
を
笑
顔
で  

～～

島
内
ク
イ
ズ

島
内
ク
イ
ズ
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12
月
６
日
（
土
）、
正
月
の
伝

統
行
事
や
昔
の
遊
び
を
体
験
す
る

講
座
が
公
民
館
で
開
か
れ
、
１
０

０
名
の
児
童
や
親
子
が
参
加
し
ま

し
た
。

12
月
12
日
（
金
）、
公
民
館
を

日
頃
利
用
す
る
登
録
団
体
の
皆
さ

ん
に
よ
る
、
年
末
恒
例
の
大
掃
除

を
実
施
し
ま
し
た
。

約
70
名
の
参
加
者
が
、
日
頃
の

感
謝
を
込
め
て
講
堂
や
料
理
実
習

室
等
を
丁
寧
に
清
掃
。
手
の
届
き

に
く
い
窓
の
桟
や
ス
リ
ッ
パ
等
も

磨
き
上
げ
、
新
年
を
迎
え
る
準
備

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
顔

を
合
わ
せ
な
い
団
体
の
皆
さ
ん
同

士
の
交
流
の
機
会
に
も
な
っ
た
よ

う
で
す
。

①
正
解
：
〇

　

解
説
：
他
に
は
犬
飼
、
小
原
、

高
橋
、
丸
山
等
の
苗
字
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

 

②
正
解
：
×

　

解
説
：
基
本
的
に
は
山
城
と
し

て
軍
事
的
な
拠
点
で
し
た
。

③
正
解
：
○

　

解
説
：
平
安
時
代
末
期
に
創
建

さ
れ
た
と
さ
れ
る
平
瀬
法
住
寺
跡

は
、
こ
の
地
を
支
配
し
た
平
瀬

氏
と
も
関
連
す
る
貴
重
な
史
跡
で

す
。

④
正
解
：
×

　

解
説
：
最
も
古
い
痕
跡
は
、
縄

文
時
代
よ
り
も
さ
ら
に
昔
の
旧
石

器
時
代
に
作
ら
れ
た
尖
頭
器
な
ど

の
石
の
道
具
で
す
。

⑤
正
解
：
×

　

解
説
：
梓
川
は
昔
、
た
び
た
び

氾
濫
を
起
こ
し
て
い
た
た
め
、
平

地
で
は
安
定
し
て
大
き
な
集
落
が

発
展
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今後の展示予定今後の展示予定
（1月～3月）（1月～3月）

●ひな人形展●ひな人形展
3月10日（火）～3月26日（木）3月10日（火）～3月26日（木）

●山田炎の会作品展●山田炎の会作品展
１月13日（火）～２月６日（金）１月13日（火）～２月６日（金）

松島中学校作品展松島中学校作品展12月18日(木)～1月8日(木)12月18日(木)～1月8日(木)

11
月
30
日
（
日
）
に
昨
年
度
に

引
き
続
き
３
回
目
の
「
島
内
地
区

防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
あ
ず

さ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
親
子

連
れ
な
ど
２
２
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

島
内
地
区
環
境
衛
生
協
議
会
に

よ
る
簡
易
ト
イ
レ
の
使
い
方
講

習
、
消
防
団
第
８
分
団
に
よ
る

放
水
体
験
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第

20
団
に
よ
る
タ
ッ
チ
ケ
ア
体
験
な

ど
、
様
々
な
団
体
に
よ
る
企
画
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

お
昼
の
時
間
に
は
社
会
福
祉
協

議
会
の
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
豚
汁
を
提
供
し
、
参
加
者
に
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

寒
い
中
で
し
た
が
、
防
災
に
関

す
る
様
々
な
知
識
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

凧た
こ

や
お
手
玉
等
の
遊
び
道
具
を

作
っ
て
楽
し
く
遊
ん
だ
後
は
、
全

員
で
元
気
よ
く
餅
つ
き
を
行
い
ま

し
た
。

昼
食
で
は
、
み
ん
な
で
つ
い
た

餅
（
あ
ん
こ・き
な
粉・ご
ま
）
と
、

愛
ラ
ン
ド
島
内
運
営
委
員
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
豚
汁
を
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
は
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

し
た
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
方
の
手
作
り
の
遊
び
道
具

や
、
た
こ
等
が
景
品
と
し
て
出
さ

れ
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

（
島
内
農
業
文
庫
・
愛
ラ
ン
ド

島
内
・
島
内
公
民
館
・
島
内
図
書

館
共
催
）

皆
さ
ん
の
一
生
懸
命
な
清
掃

で
、
公
民
館
は
す
っ
か
り
清
々
し

い
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。

●稲田隆・福島辰郎模型展●稲田隆・福島辰郎模型展
2月16日（月）～3月5日（木）2月16日（月）～3月5日（木）

ふわもこの会作品展ふわもこの会作品展
11月23日(日)～12月12日(金)11月23日(日)～12月12日(金)

島
内
ク
イ
ズ

島
内
ク
イ
ズ
AA

表面クイズの表面クイズの
正解です正解です

防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

正
月
の
あ
そ
び
は

正
月
の
あ
そ
び
は

　
　
　
　
　
楽
し
い
！

　
　
　
　
　
楽
し
い
！

公
民
館
大
掃
除


